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試験技術の概要

引張、ねじりの動的負荷を同時に付与した試験を実施いたします。

引張ねじり複合負荷試験

Cat.No 3E3J-082-00-210601

● 引張、ねじりを同時に付与した力学試験

静的試験では「ねじり負荷開始後、1秒後に引張負荷を加える」などの複雑な制御が行えます。
引張、ねじりの動的負荷を同時に加える疲労試験が実施できます。
疲労試験では、引張、ねじりの各周波数を変えた複雑な制御も可能です。

ねじりの動的負荷と引張の動的負荷を同時に加えた試験の例

試験概要

試験方法の例

● 引張ねじり疲労試験

ねじりの動的負荷と引張の
動的負荷を同時に加えます。
引張応力とねじり応力の比
は任意に設定できます。

（掴み径：1.5 ~ 25 mm）

● 容器の蓋開け試験

容器の蓋をねじりつつ引き
上げて開け、最大トルクと最
大荷重を測定します。一定
の速度でねじり負荷を加えな
がら引張負荷を与えて蓋を
開けます。

（最大16回転）

1.2秒後に引張開始

容器の蓋を捩じりながら開ける試験の例

試験環境 大気中（室温） 大気中（-60℃～250℃）

疲労試験機 3kN二軸疲労試験機 10kN二軸疲労試験機 100kN二軸疲労試験機

最大試験荷重容量 ± 3ｋN ± 10ｋN ± 100ｋN

最大試験トルク容量 ± 25N・ｍ ± 100N・ｍ ± 1000N・ｍ


